
 

 

―不登校を通して思うこと― 
  

近年、子どもに関わる事件が増える中で〝いじめ〟や若年層の自殺が深刻化しております。また、佐

世保女子高校生の事件から早 4 年目を迎えようとしています。私たちにとってまだ深い悲しみの中に

います。 

今年も開催される「子どもサミット」は、佐世保市大久保小学校の事件から始まりました。 

子どもサミットは、開催の度に新たな感動を子どもたちから受け取ります。辛く、苦しかったけれど、

自分の心と向きあい、生きる意味、学ぶ意味を考え続けた、あの日々があったからこそ今の私がある。 

学校のこと、友だちのこと、家庭のこと、子どもたちの心の叫びは私たち大人の心を温かく包み、溶

かしてくれると思います。多くのみなさまのご参加をお待ちしております。 

 

 

日 時：2018年 6 月 23日（土）12：30～17：00（12：00開場） 
場 所：長崎県立大学佐世保校 

       （佐世保市川下町 123 TEL：０９５６－４7-2191） 

参加費：前売り券 1,000 円(当日券 1,500 円) 

 ☆オープニング  １２：３０～13：15 

☆基調講演    13:15～14:15 

講師：高垣忠一郎さん（立命館大学名誉教授、心理臨床家） 

    演題：「不登校・ひきこもり問題と自己肯定感」 

☆子どもサミット 14：30～17：00 
  コーディネーター：高垣忠一郎さん（立命館大学名誉教授） 
  パネリスト：中村秀治さん 32 歳（おーい、中村くんの著者） 

        武次元晴さん 25 歳 

        小川 健さん  21 歳 
        川原大毅さん    20 歳 

        樫谷涼風さん 13 歳 

   総合司会：川内さきさん  17 歳 

 

 

主 催：ＮＰＯ法人フリースペースふきのとう 
     〒857―0874 佐世保市京坪町８－１ 

     ＴＥＬ：(0956)25―6222 ＦＡＸ：(0956)76―8131 

《ホームページ》 http://www15.ocn.ne.jp/~furispe 

《e-mail》 f-porepore@shirt.ocn.ne.jp 

 

後 援：佐世保市、佐世保市教育委員会、社会福祉法人佐世保市社会福祉協議会 

    子どものいのちと心を守る市民ネットワーク 

 



 

高垣忠一郎さんプロフィール 
 1944 年高知県生まれ。1968 年京都大学教育臨床心理学卒業。 

1973 年京都大学教育研究科教育方法学（臨床心理学）博士。 

立命館大学名誉教授。現在は心理臨床家、登校拒否・不登校問題 

全国連絡会世話人代表。 

 主な著書は「揺れつ戻りつ思春期の峠」「生きることと自己肯定感」「揺れる子どもの心と 

発達」「カウンセリングを語る」「競争社会に向き合う自己肯定感」など多数。 
 

 

長崎県のつどい 
―共感しよう仲間、広がろう思い、つながろう地域―（登校拒否・不登校・ひきこもり） 

日 時：2018 年 6 月 24 日（日）9：30～16：30（9:00 会場） 

場 所：長崎県立大学佐世保校 

★分科会★ 
 ①不登校 小学校 

 ②不登校 中学校 

 ③不登校 高校 

 ④発達障がいと不登校・ひきこもり 

 ⑤ひきこもりと家族支援 

 ⑥ひきこもりと高年齢化 8050 の時代を考える 

 ⑦父親の交流会 

 ⑧不登校・ひきこもりの中間就労を考える 

 ⑨ひきこもりの国民年金と社会保障 

若者・青年と共に生きる（居場所）当事者交流 
 ⑩中高生グループ 

 ⑪若者・青年グループ 

⑫特別テーマ  いじめ・自殺を考える －子どもの最善の利益を－ 

支えあう連携づくり 
 ⑬企業と NPO の協働実施を考える 

 ⑭行政機関 小中学校 高校 大学  
  
参加費：前売り券 1,000 円(当日券 1,500 円) 

 

主 催：ＮＰＯ法人フリースペースふきのとう 

    ＴＥＬ（0956）25-6222 ＦＡＸ（0956）76-8131 

 

後 援：佐世保市、佐世保市教育委員会、社会福祉法人佐世保市社会福祉協議会 

子どものいのちと心を守る市民ネットワーク 


